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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜患者様連絡事項＞

・沢田　三朗様～９/１５(土)～１６(日)一泊二日、外泊訓練目的の為、希望聞かれています。本日の問診時、主治医確認する事としています。

＜ＳＳＴミーティング＞
・明日９/１５(土)のＳＳＴは、Ａグループ・Ｂグループは青仁会祭りの感想・反省を振り返って頂く事としています。Ｃグループ・Ｄグループは個々の短期目標の確認、振り返りを行う予定としています。

＜猪股Ｄｒケースカンファ＞

· 沢田　三朗様～今週末、外泊希望聞かれており御家族様送迎にて外泊予定となって　

　　　ます。現在、外泊訓練を行っており、問診時には主治医より、単独外出泊の話聞かれますが、本人様は｢まだ…｣と自信のなさ見られています。交通の便が悪い事を考え、行きはバスを利用し、帰りは御家族様へ送って頂く方向にて、明日の外泊時に、御家族様へ確認を行っていく事としています。環境の変化により｢気が遠くなる｣と体調不良の訴え聞かれる事ありますので、スタッフでフォローしながら観察・対応して行きましょう。

・五十市　規様～本日、朝、昼と独語・空笑見られています。側に他者やスタッフがいると、現実に戻られている事多い方ですが、昼は1時間程続いております。

数日前には｢結婚を約束して人がいる。10年以上になる。今は入院しているから連絡すると迷惑がかかる。退院する事になって何かあったら連絡すればいい｣と話す事あります。事実の話かは、判断出来かねる部分あり、話を傾聴しています。状態が悪化してくると、夜間の睡眠状況・眼光の鋭さ見られますので、日課プログラムの状況や夜間の睡眠状況の確認を行っていきましょう。

＜家庭復帰・施設入所検討＞

・井上　和美様～現在、軟膏処置で陰部にデルモベート軟膏を塗布していますが、本人｢一生治らない｣と話し、理由について｢毎日勃起する。だからタダレは治らない。だけど、ずっとここにも居られない｣と退院の発言聞かれています。現在は病状も落ち着いており、生活の不自由さもなく、対人関係にも目立って問題見られていません。

　　　　　　　　御家族様(妹様)は｢帰ってきてもいい｣と御家族様の受け入れもよい事から、今後は主治医情報提供しながら、退院に向け、面会時には御家族様との話し合い、プランの検討を行っていきましょう。

・佐藤　昌宏様～９月２６日(水)退院予定となっており、２・３日後は埼玉に住んでいる奥様の所へ行く事となっています。本日、退院日まで、病棟サイドから本人へどの様にケアを進めていく必要があるか検討しています。

本人より、「退院後は仕事に就くまでは、生活保護や障害者年金を活用しながら…。大丈夫。」短時間でも良いから働きたいと聞かれています。生活保護受給と年金受給を同時に受ける事が出来ない状況を把握できず、理解の乏しさも見られます。退院後、今後の金銭管理面において漠然とし、考え方の甘さの様子が伺えています。

病状についても「入院はもうしない」などの発言が聞かれていますが、今後の疾病の振り返りや、金銭管理や社会に出てのストレスへの対処について、ＰＳＷ・担当スタッフと退院日まで何度も密に話し合いの場をもち、真剣に取り組む様に伝え、理解して頂くよう対応していく必要があります。
＜ナイトプログラム実施状況報告・検討＞

小グループで実施する際に、患者様が個々にグループごとの目的を認識していただくことや内容の充実化を図ることを目的としてノートを準備しています。現在、３ヶ月経過しましたが、ノートの活用について評価・検討行っています。

· ノートの活用で患者様の目的の意識付けになっていると思う。

· ノート使用の目的は果たせていると思う。

· グループによっては何も記入されていないグループがある為、項目の設定をしてはどうか？

· 患者様にとって、感想や意見を書き残す事は難しいのでは？

· 終了後、ノートの回収を行い、スタッフがコメントし、ノートに残したらどうか？

以上の意見交換を行っています。

